～第二回～

環世界と世界をめぐって


久保田早紀　熊井晃史　宮本小綾　吉村奈保

メディアとしての生命班

―はじめに

　前回の発表において議論する時間がとれなかったので、説明不足となった（外部）世界と環世界の分離について補足し、議論を深めたい。

　　　環世界・・・外部世界の主観による経験

（世界・・・外部世界）

【なぜ外部世界があると考えるか～世界と環世界の別に気づく過程～】
＜幼児的な「極度の自己愛」と原始的な思考様式＞

· 世界と環世界を別のものであると認識していない状態、或いは世界から自分の実存を分離して認識していない状態について

極度の自己愛（byフロイト）
・幼児は＜主体としての自分＞とその自分が捉える＜対象＞という区別が明確に刻まれていない心的状態を生きている。

・それゆえ、自分が心の中で思考したり意図し、願望したことの次元と外界にある事象たちの次元とを混淆した仕方で受け取る。
・また＜自分の心＞と他の人間（他の＜自我＞）との境界線をはっきり区切っていないので容易に同一視してしまう。
　　　　↓

幼児の鏡像段階（byラカン）

月齢６ヶ月～１８ヶ月頃
· 他者との接触、つまり母親や一般的に言えば他者に映る自分自身を見ることによって、子供は自分自身の像を作る。

原初の人間（byバタイユ）

· 原初の人間は、幼児と同じように自分の心の中で生じる思考過程、観念、思考が「単に心的な行為であり、心的な現実である」とは考えられない。自分が強い情動価（興奮や不安、恐れや魅惑を惹き起こす価値）をこめて創造したことが真実味、現実性があると信じる。

EX.　アニミズム

―考察

　人間が認識する直線や角も魚眼レンズで見れば歪んで見える。魚の認識は人間とは異なり、また複眼を持つセミやトンボの認識も異なっている。従って視覚的認識ひとつとってもそれぞれが異なった環世界を持っていると考えられる。魚の認識は事象としてあるにも関わらず、人間はその認識を経験できない。つまり魚の認識は人間にとって外部世界となる。人間同士においても同じことが言える。例えば、各々の経験の差違により何かに対する認識が違うことがある。その時一方の認識は他方の外部世界である。以上のとおり環世界と世界の分離を考えると、個々によって現実そのものが変わってきてしまうのではないか。

―現実とは何か。

そもそも現実とは何か。どこにあるのか。

現実を外部世界にあるものとするならば、人間は現実にはたどりつけない。一方、現実が環世界にあるものとするならば、人々が共感すること、すなわち妥当性が現実と言える。

このように考えると、現実とは非常にあいまいなものである。今メディアについて考えている私達は、それぞれ現実をどう捉えるのか議論したい。

